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北京方言軽声の音響分析
樋 口 勇 夫
0。 はじめに
筆者は,漢語諸方言の「単字調」と「軽声音
節を含む二音節語」についてピッチを分析し,
両者の調形間の相関関係を探ることを試みたい
が,今回はその一部として, まず,北京方言に
ついて観察する。
被験資料にはその方言の話者が単語或いは語
句レベルで発話している音声を用い,(1)音声分
析ソフトによって分析した。(2)
1.単宇調
林ら1998の記述によると,北京方言の単字
調調値は以下の如くである :
陰平 551陽平 351上声 2141去声 51
1.1.陰 平
0
陰平は以下の 16例。“
)
1.2.陽平
陽平は以下の 14例。
1.3.上声
上声は以下の 12例。
Tim Ixa11 65] 0.21190190145
酸 Isual1 66]0.24197200178
FR lk。11551 0.23193 197 170
駐 Iも。365] 0.24193193170
岡」 「k0065] 0.24187 190175
香 [910055]0.26193 190235
双 [,u。965] 0.26187193181
0.24195199178
例 記述
長さ
(se∂
ク台′点
(Hz)
中点
(HD
終点
(HD
拿 「na 361 0.29131 153204
和 [xΥ 35] 0.29131 184200
[s.35] 0.28145178225
雉 矮 [ts、1035] 0.26119 170187
確 [Fei 36] 0.26147 172200
共 [ぉu35] 0.25131 184208
11 rt`ian 35] 0.30134167216
咸 19ian 3510.29133153 181
盆 [ian 36] 0.32125147 197
K [t山035] 0.29127 158216
,良 [ni00 35]0.32143160193
床 [げu0036]0.30131 145197
炊 〔ts、035] 0.25143172216
虹 [xu]35] 0.26125160230
平均 0.28133165205
例 記述 (5) 長さ
(se∂
始点
(HD
中点
(Hz)
終点
(HD
ノヽ [μ65] 0.26184190181
娼 rma 651 0.23204200162
Iぬ 1¨ 0.26170190187
―ヒ rt11 651 0.22193200165
ri 501 0.28197212184
粗 rts、651 0.21197204175
猪 Ftsu 661 0.23216220197
多 「tic 661 0.27212216181
「san 651 0.23204193158
例 記述
長さ
(seめ
始点
(HD
中点
(HD
終点
(HD
打 [ta 214] 0.34111 112 175
只 [帆214] 0.33119 119 172
体 Ini 214] 0.30115 124155
五 ru 2:41 0.40124122170
且 「tc`ic 21410.35124114 165
我 [u。2M] 0.38109115 147
腿 [山ci 2Ml 0.34111 109 151
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ll [k`。u214] 0.36120106167
九 it9iou 21410.37128119 155
|“an 2141 0.35134 119 175
短 [tuan 214]0.41128 103158
0 [1。13214] 0.34115 109172
平均 0.36120 114 164
1.4.去声
去声は以下の22例。
例 記述 長さ
(sec)
?
?
、??
?
?
??
中点
(Hz)
終点
(IIガ
釜 IPaら|」 0.19230200140
98熱 [軍5:] 0.19225190
[Orら11 0.28208187101
[ar 5:] 0.26212200125
四 IS1 511 0.19216170 80
替 It`i口l 0.24220178 94
「ciら:1 0.24212 162 85
西||
鵡扱,1
is、51
lkai 61]
0.18
0.23
240172 105
100193 181
卒瓦lj‖ [tstiら11 0.22216167 94
luCi m] 0.21216184101
臭 [僣bu 511 0.18216162 98
痩 [,Ou 51] 0.22225178 85
[liOu 61] 0.24204184 100
淡 [tan 611 0.21240190 103
オll [Xanら1] 0.19220190127
面 [mian 51]0.19220184 105
月| [山0511 0.18225 187 95
虹 rkOn 5:1 0.21212 172 99
輌 [licり51] 0.24197 184 85
虹 [tcicD 51]0.22235200100
正 [ゅ051] 0.21235165 98
平均 0.21219181 101
1.5.単字調のまとめ
単宇調各声調における平均の長さは,長い方
から,上声(0.36 sec)>陽平(0.28 sec)>陰平
(0.24 sec)>去声 (0.21 sec)の順となる。
上記 1.1.～1.4.の始点・中点。終点各平均値
を,次の公式に代入すると,(6)
単字調各声調各点における数値は表 1の如く
になり,(7)
表 1
女台メ点 中点 終点
陰 平 4.0 4.2 3.3
陽 平 1.4 2.7 4.4
上 声 0_8 0.6 2.7
去 声 5.0 3.4 0.0
図 1の如く図示される
図 1
＼ (2)
/
＼
ヽ
＼ 、 /´
/ D
ヽ
ν
/ ③
/
′/ ヽ ?
?
ノン /?
、 /
/
、④
0.1 0.2 0.3      sec
これを5度法で表示すると,北京方言単字調
調値は,音響的には,以下の如く表わされる :(9)
陰平 5541陽平 2351上声 1131去声541
2.軽声音節を含む二音節語
2.1.陰平+軽声
「陰平+軽声」は以下の14例。
x―b
―
×5
a―b
〓
?
???
〓
?
?
?
〉
?
全声調平均の最高周波数。
全声調平均の最低周波数。
各声調平均の各点における周波数。
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?????
2.2.陽平十軽声
「陽平+軽声」は以下の20例。
2.3.上声+軽声
「上声+軽声」は以下の15例。
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例 記述
第一音節
長さ
(sec)
?
ぃ
、?
?
? 中点
(IID
終点
(llz)
長さ
(sec)
?
?
(IIz)
中点
(11ガ
終点
(1lD
搬 了 Imn65 1。21 0.221701901900.06134 110 98
化的 「xua 65  t0 210.232081931870.07131 12()108
屋 子 ru 65 ts1 210.222202252080.12127 116 106
薗戸 ["、0065 xu2]0.23204204197
167
0.11153125 104
姻筒 [ian 65 血021 0.26162216 0.11145125110
臭子 [、u。65 ts12]0.24220212167
165
0.10125116 103
指 甲 [帆65 tcia 2]0.22220225 0.13138 111 116
円 女 lkuei55 ny 2]0.192452202080.12184122 98
包子 lpOu 55 ■ 21 0.222082161900.10124122102
r｀共 [ia 65 ぉu2] 0.221872121780.121201]2 103
医生 li65  sЭ1 21 0.201932161670.11134 116
l()7
:43
105
101
84
101
‐
「 浄
|り「り千
!kal1 55  19i1 2]0.24193208153
200
0.13
0.16
136
Irtl lら ril]210.22220212 184
星星 [cin 65 911 2]0.212122121700.13134 65
平均 0.222042121820.11141118 100
例 記述
第一音節 節
長さ
(se∂
?
?
、?
?
??‥ 中
点
(1lD
終点
(IIz)
長さ
(se∂
始点
(Hz)
中点
(IIz)
終点
(Hz)
賠 了 ["i35103]0.22115 127 1840.06178162 111
江的 [Xu13 35  t。31 0.28112 1272000.09190131 85
電 子 IpOu 36匈3] 0.271251402120.11172131 136
茄子 「t。le 36 旬 3] 0.201381582120.12193130127
南瓜 Ina11 35  ku。31 0.251361552200.13204145 110
房 子 rb135 詢 31 0.25145 1362080.11193141 143
鼻子 [pi 36 ts1 310.221281902300.10187 136 90
謄 子 ["" 匈 3] 0.20131 1652250.10184147 112
拳共 ["ッan35 bu3〕0.21131 1432250.14225190124
男人 inan 35 をn3] 0.231341402160.09190145127
几子 |。r35 鉤 3] 0.191271432120.09197115 138
慢共 「man 35 ぬu31 0.261221382000.12193153 121
規ケL [xul1 35 t、ln 3] 0.221251672160.16212172 124
勺子 Isou 35 ぉn3] 0.241361412250.10167 131 99
男的 inan 36  t。31 0.221341722120.11190143110
厨 子 [s、35 ts13]0.201431602040.13184141 112
痛子 [tゥε35崎3] 0.21131 1492000.10184145 98
便宜 [Oian 35 13]0.24125 1252080.13208175 121
停停
「
10 35 ri0 8]0.221281432300.16230193114
符符 [iε 35 ic 3] 0.271241782300.13230147 97
0.231301502130.11196149115
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例 記述
第二音節
長さ
(sec)
?
?
?
? 中点
(Hz)
終点
(IIz)
長さ
(sec)
始点
(HD
中点
(1lz)
?
?
、??
?
?
晏 了 It9ッ21 1041 0.21125 91 79 0.08111 153 165
紫的 I崎21 t。4] 0.22115 98 87 0.17131 155 178
脳袋 inOu 2i  tai4]0.22131 1201160.13141 160172
老竿 [lou21 ic4]0.241331081220.20122175208
181
178
女几 [ny 21 。r4] 0.18134110 102
103
0.20108153
184女的 [ny 21  t●4] 0.20138109 0.15143
小 子 1910u21  ts14]0.211361061030.16141
153
162 16()
死 F Is121 104]0.20125 110 1170.14 178 175
嚇企 [na21 k。4〕 0.24133 99 1150.11155175193
里共 [121 bu4]0.14138110 1050.18103162172
里 面 [li21 mian 4〕0.161221201170.14145175 190
妊情原来 lkan 21 t111 4]0.24119 117 1090.14165190193
伍的等等 ru21  t04] 0.22106 94 1090.13147165155
妨妨 「nai21  nai4]0.22133112 1070.13149175197
姥姥 [1。u21  1。u4] 0.20124111 1140.14153181 197
平均 0.211271081070.15138170 181
2.4.去声+軽声
「去声+軽声」は以下の21例。
例 記述
争節 第二音節
長さ
(seD
ク台′点
(HD
中点
(HD
?
?
?
? 長さ
(sec)
夕台′点
(HD
中点
(1lz)
終点
(HD
看了 Lbn61 1。1] 0.26216184 98 0.0593 90 82
録的 [ly 61 t0 110.21230184 98 0.0798 87 69
太田 [ぬi61 iC]l]0.22230165111 0.14109 97 97
日共 [■61 おul〕 0.20225167 95 0.11115 108100
月亮 [ye 51  liOo!]0.24212190 1080.14101 100 89
麦子 [mai5i tSl l]0.262121581030.11108101 95
耗子 [XOu 51 均 11 0.222451651090.09111 102 95
臭虫 [等` Ou 61 等｀ 1〕 1] 0.222451621020.10105108 92
大省 lta 61 ie l]0.242511811020.15102104 95
篠 子 rk、a161 崎 1] 0.212301841170.10109101 98
大夫 [ぬ161 il]0.242351621030.09110 102 93
病了 [pilD 51  10 110.282351601070.09105101 99
遠介 [t,Υ61 k0110.222351751090.10111 107 100
那介 [na61  k01]0.252301701200.12115 103 97
上共 [,006: ぉul] 0.262301651040.14119 110 106
下共 [。ia 6: ぉul] 0.242301721070.11107103 93
外共 [uai 6:b ll0.26187193111 0.12105102 94
外面 [uai61 mian l]0.251721751150.13111 98 93
待兄喜次 [憾i61 19ian i]0.242081581080.13109103101
跳 眺 〔riO0 61 ri。。1] 0.23225172 89 0.1398 108 98
舅舅 [tciOu 5i  tciOu l〕0.242761701080.13109106 97
平均 0.242271721060.11107102 94
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2.5.軽声音節を含む二音節語のまとめ
軽声音節を合む二音節語各声調における平均
の長さは,以下の如くである (単位はsec):
第一音節 第二音節
陰平+軽声 0.22 0.11
陽平+軽声 0.23 0.11
上声十軽声 0.21 0.15
去声+軽声 0.24 0.11
第一音節の長さは,長い方から,去声 (0.24
sec)>陽平 (0.23 sec)>陰平 (0.22 sec)>上声
(0.21 sec)の順となる。単字調の時と比較する
と,最も長い声調と最も短い声調の順が逆の結
果になった。微妙な差はあるものの,各声調と
もほぼ同じ長さとみなすことができよう。
第二音節の長さは,第一音節上声の場合のみ
0.15 secと,第一音節他声調の場合の 0.1l sec
と比較して,やや長い。
第一音節 :第二音節の長さの比率は,第一音
節上声の場合のみ約4:3であり,第一音節他
声調の場合の約2:1と比較 して,第二音節の
占める割合が相対的に長い。
上記 2.1.～2.4.の始点。中点・終点各平均値
図 2 第一音節
を,1.5.と同様に計算すると,軽声音節を含む
北京方言二音節語各声調各点における数値は表
2の如くになり,(7)
表 2
図2の如く図示される (10)
これを5度法で表示すると,軽声音節を合む
北京方言二音節語調値は,音響的には,以下の
如く表わされる :(9)
陰平十軽声 554-211(11)
陽平+軽声 235-431
上声+軽声 211-234
去声十軽声 531-111
軽声音節は,王1992・岩田1999でも指摘さ
第 音節
5
4
0.3  sec
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第一音節 第二音節
始点 中点 終 点 始点 中点 終点
陰平+軽声 4.14.43.31.80.90.2
陽平+軽声 1.42.14.53.82.10.8
上声+軽声 1.20.50.51.72.93.3
去声+軽声 5.02.90.50.50.30.0
＼ ②?
?
＼
?
? ②ヽ＼
(D
?
、 ③/
＼ /
/ ＼
＼/ ＼
① ＼
ヽ
＼＼
＼
??
Э
③ ④
0.1 0.2 0.l sec
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れているように,音響的には,「点」ではなく「線」
として現れる。(12)
陰平・陽平に後続する軽声は,下降調で実現
される。
去声に後続する軽声は,ほぼ低平調で実現さ
れるが,細かく見ると若千下降気味である。(13)
上声に後続する軽声は,上昇調で実現される。
尚,参考までに,林。顔 1980の実験結果では
以下の如くであり,(")
上声に後続する軽声は,平板調で実現されてい
る。
軽声音節の始点の高さは,高い方から,(15)
始点の高さ
陽平 の後(3.8)>陰平 の後 (1.
8)>上声の後(1.7)>去声の後
(0.5)
の順となるが,中点および終点の高さは共に,
高い方から,(15)
の順となる。
一方,林ら1998の記述では,各声調に後続す
る軽声音節の高さは,高い方から,
軽声の記述
上声の後(4)>陽平の後(3)>陰
平の後(2)>去声の後 (1)
の順とされているので,言語学者が聴いている
のは,軽声音節のほぼ中点から終点にかけての
部分であろう, と推察される。(16)
3.「単字調」と「軽声音節を含む
二音節語」の調形比較
1.5。および2.5で得られた音響的調値を,今
一度表にまとめると以下の如くである :
まず,「軽声音節を合む二音節語」の第一音節
調形に着目すると,陰平。陽平・去声の場合は,
単字調調形と基本的に同じであるが,上声の場
合は,単字調調形の後半部が上昇しているのに
対して,低いまま上昇していない。
次に,「軽声音節を合む二音節語」の第二音節
調形に着目すると,
次のようなことが言える :
北京方言陰平のような平板調に後続する軽声
陰平+軽声 55-41
陽平+軽声 35-51
上声十軽声
31/322-44インフォーマントm
31/312-33インフォーマントf
去声+軽声 51-21
単字調 軽声音節を含む二昔飾語
陰平 554 陰平十軽声 554-211
陽平 235 陽平+軽声 235-431
上声 113 上声十軽声 211-234
去声 541 去声+軽声 531-111
中点の高さ
上声 の後(2.9)>陽平 の後 (2.
1)>陰平の後(0.9)>去声の後
(0.3)
終点の高さ
上声 の後(3.3)>陽平 の後 (0.
8)>陰平の後(0.2)>去声の後
(0.0)
単字調調形 軽声音節を含む二音節語調形
陰平 平板 陰平+軽声 平板+低降
陽平 上昇 陽平+軽声 上昇+高降
上声 下降上昇(17)上声+軽声 下降+上昇
去声 下降 去声+軽声下降+低平(或いは下降)(18)
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は,低降調で実現される。
北京方言陽平のような上昇調に後続する軽声
は,高降調で実現される。
北京方言上声のような下降上昇調に軽声が後
続する場合は,二音節全体で下降。上昇調を実
現する,所謂 right―spreadingの形で実現され
る。(19)
北京方言去声のような下降調に軽声カイ麦続す
る場合は,軽声音節は低平調で実現される, と
いう解釈も可能であろうが,right―spreading
の形で実現される, という解釈もまた可能であ
ろう。
今回は,北京方言だけを観察して以上のよう
な結論を得たが,今後は,他の北方方言も観察
して,軽声を合む二音節語の第一音節調形に
よって,第二音節 (軽声音節)の調形を一般化
できるよう,研究を進めたい。
江
(1)「現代漢語方言音庫」(侯精―主編,上海教育出版
社)所収『北京話音楷』付属カセットテープの音声
を用いた。
(2)「音声録聞見for Window劃(東京大学医学部音
声言語研究施設,デイテル株式会社)を用いた。
(3)以下,1.1.～1.4.および2.1.～2.4.の例には,林
ら1998に単語或いは語句として登録されているも
のを用いた。
(4)本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定
した。長さは小数点以下第3位を四捨五入。周波数
は小数点以下を四捨五入。
(5)記述は全てオ木ら1998による。
(6) '百1994p.114。
(7)小数点以下第2位を四捨五入。
(8)図中では,陰平・陽平。上声・去声をそれぞれ①。
② o③・④とする。
(9)縦軸の 0～1の間を1,1～2の間を2,2～3の間を
33～4の間を4,4～5の間を5,とそれぞれする。
(10)図中では,「陰平十軽声」。「陽平+軽声」。「上声十
軽声」。「去声十軽声」の各音節をそれぞれ① o②。
③・④とする。
(■)下線のあるものは,下線のないものより短い, と
いうことを表わす。
(12)王1992p.125。岩田1999p.141。
(19 王1992p.125では,「軽声音節のピッチの向きは
全て高い方から低い方へという下りの動きであり
(上声の後の軽声音節を除く),去声の調形と極めて
似ている。」と指摘されている。
(0林・顔 1980p.169。
(15)カッコ内は表2の数値。
(10 岩田2001p.24では,「言語学者が/N/【筆者注 :
軽声音節】の下降を聞き取れないのは,音節長が短
いためである。」とオ旨摘されている。
(10 表 1の数値では,始点0.8,中点0.6,と若干なが
下降している。
(18)表2の数値では,始点0.5,中点0.3終点0.0,
と若千ながら下降している。
09 カ螢嘔日1999p.141。
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